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《
会
員
著
書
紹
介
》

柳
沢
昌
紀
・
大
久
保
順
子
・
入
口
敦
志
・
冨
田
成
美　
編

『
仮
名
草
子
集
成
』
第
五
十
二
巻

本
集
成
は
、
近
世
初
期
に
興
隆
し
た
仮
名
草
子
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を

網
羅
的
に
収
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
翻
刻
刊
行
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。（
各
収
録
作
品
の
構
成
は
割
愛
し
た
）

	

例
言

	

凡
例

	

『
仮
名
草
子
集
成
』
で
使
用
す
る
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て

	

新
板　

下
り
竹
斎
咄
し
（
整
版
本
、
三
巻
三
冊
、
絵
入
）

	
	

解
題

	

露
殿
物
語
（
絵
巻
、
三
巻
）

	
	

解
題

	

田
夫
物
語
（
大
本
、
一
巻
一
冊
、
絵
入
）

	
	

解
題

	

帝
鑑
図
説
（
整
版
本
、
十
二
巻
六
冊
、
絵
入
）

	
	

（
巻
九
ま
で
を
収
録
。
第
五
十
三
巻
に
つ
づ
く
）

本
書
に
は
、
右
の
四
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り

わ
け
、『
新
板　

下
り
竹
斎
咄
し
』
と
『
帝
鑑
図
説
』
の
二
作
品
に
つ
い

て
説
明
を
付
す
。

ま
ず
は
『
新
板　

下
り
竹
斎
咄
し
』
に
つ
い
て
。
本
作
品
は
、
藪
医

師
竹
斎
と
そ
の
下
僕
に
ら
み
の
介
の
滑
稽
な
諸
国
行
脚
の
旅
、
お
よ
び

珍
療
治
の
模
様
を
描
い
た
『
竹
斎
』（
別
書
名
『
竹
斎
物
語
』、『
竹
斎
諸

国
物
語
』
な
ど
）
の
改
題
・
改
装
本
で
あ
る
。

入
口
敦
志
氏
は
「
解
題
」
に
お
い
て
、
本
底
本
の
内
題
や
丁
付
け
な

ど
か
ら
、『
竹
斎
物
語
』（
二
冊
本
）
→
『
新
板　

下
り
竹
斎
咄
し
』（
三

冊
本
）
→
『
竹
斎
諸
国
物
語
』（
四
冊
本
）、
と
い
う
改
題
・
改
装
の
過

程
を
推
察
さ
れ
て
い
る
。
当
時
人
気
を
博
し
た
『
竹
斎
』
ゆ
え
、
そ
の

流
布
状
況
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
作
品
は
そ
う
し
た
一
つ
一
つ
の
関

連
諸
本
を
、
点
か
ら
線
へ
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
、
重
要
な
位
置
づ
け
に

あ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

次
に
『
帝
鑑
図
説
』
に
つ
い
て
。
本
作
品
は
、
中
国
の
万
暦
帝
（
一

五
六
三
～
一
六
二
〇
）
に
対
す
る
帝
王
学
の
書
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の

で
、
中
国
歴
代
帝
王
の
事
跡
か
ら
、
模
範
と
す
べ
き
も
の
八
十
一
話
、

訓
戒
と
す
べ
き
も
の
三
十
六
話
、
全
百
十
七
話
を
収
め
、
一
話
ご
と
に

一
図
ず
つ
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
狩
野
山
楽
が
初
め
て
模
写

し
、
ま
た
徳
川
家
康
や
豊
臣
秀
頼
な
ど
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
る
。

本
書
所
収
の
底
本
に
は
、
寛
永
四
年
版
平
仮
名
本
が
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
版
を
出
発
点
と
し
て
、
以
後
、
数
種
の
平
仮
名
本
が
出
版

さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
平
仮
名
本
『
帝
鑑
図
説
』
の
広
が
り
を
た
ど
る
上

で
、
本
書
は
必
見
の
書
と
な
る
こ
と
間
違
い
な
か
ろ
う
。
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な
お
、
日
本
に
お
け
る
『
帝
鑑
図
説
』
の
模
倣
・
受
容
の
流
れ
に
つ

い
て
は
、
入
口
敦
志
氏
『
武
家
権
力
と
文
学
―
柳
営
連
歌
、『
帝
鑑
図

説
』』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
考
察
が
備
わ
る
。
併

せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
平
成
二
十
六
年
九
月　
東
京
堂
出
版　
Ａ
５
版　
三
〇
八
頁　
一
八
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

工
藤
重
矩　

著

『
平
安
朝
文
学
と
儒
教
の
文
学
観
』

本
書
は
、
平
安
か
ら
近
世
ま
で
に
お
け
る
、
源
氏
物
語
な
ど
の
和
文

学
（
和
歌
や
物
語
等
の
仮
名
の
文
学
）
の
注
釈
史
・
享
受
史
と
儒
教
的

文
学
観
と
の
関
連
を
通
し
て
、
和
文
学
を
読
む
こ
と
の
社
会
的
効
用
を

説
き
、
最
終
的
に
は
儒
教
的
教
誡
説
と
妥
協
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ

と
、
お
よ
び
詩
経
解
釈
を
規
範
と
し
た
文
学
観
の
規
制
力
の
強
さ
を
確

認
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。（
各
章
の
節
題
は
割
愛
し
た
）

序　
　
　

平
安
朝
の
和
文
学
と
儒
教
の
文
学
観

　
　
　
　
　
　

―
本
書
の
案
内
を
か
ね
て

第
一
章　

和
歌
勅
撰
へ
の
道
―
古
今
集
序
の
論
理

第
二
章　

詩
経
毛
伝
と
物
語
学

　
　
　
　
　
　

―
源
氏
物
語
螢
巻
の
物
語
論
と
河
海
抄
の
思
想

第
三
章　

源
氏
物
語
螢
巻
の
物
語
論
義

　
　
　
　
　
　

― 「
そ
ら
ご
と
」
を「
ま
こ
と
」と
言
い
な
す
論
理
の
構
造

第
四
章　

紫
式
部
日
記
の
「
日
本
紀
を
こ
そ
読
み
た
ま
へ
け
れ
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

―
本
文
改
訂
と
日
本
紀
を
読
む
の
解
釈

第
五
章　

源
氏
物
語
桐
壺
巻
「
い
づ
れ
の
御
時
に
か
」
の
注
釈
思
想
史

　
　
　
　
　
　

―
儒
教
的
文
学
観
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
三
つ
の
流
れ

第
六
章　

源
氏
物
語
享
受
史
に
お
け
る
宋
学
受
容
の
意
義

　
　
　
　
　
　

―
岷
江
入
楚
の
大
意
に
お
け
る
大
全
の
引
用
を
中
心
に

第
七
章　

源
氏
物
語
享
受
史
に
お
け
る
寓
言
論
の
意
義

　
　
　
　
　
　

―
そ
ら
ご
と
・
准
拠
・
よ
そ
へ
ご
と
・
寓
言

第
八
章　

大
和
物
語
と
伊
勢
物
語
―
事
実
と
虚
構
の
間
で

第
九
章　

本
居
宣
長
の
矛
盾

　
　
　
　
　
　

― 「
物
の
あ
は
れ
を
知
る
」
の
教
誡
的
効
用

初
出
一
覧

あ
と
が
き

書
名
・
人
名
索
引

平
安
時
代
、
古
今
和
歌
集
に
し
て
も
源
氏
物
語
に
し
て
も
、
和
文
学

が
そ
の
存
在
意
義
を
主
張
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
障
壁
は
常
に
儒
教

的
文
学
観
に
あ
っ
た
。
儒
教
的
文
学
観
と
は
、
詩
経
観
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
人
格
陶
冶
に
始
ま
っ
て
政
治
的
・
道
徳
的
効
用
を
有
す
る
点
に
お

い
て
価
値
が
あ
り
、
詩
（
詩
経
）
を
読
む
と
は
政
治
的
・
道
徳
的
教
訓
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を
読
み
取
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
儒
教
的
に
見
れ
ば
、

政
治
的
・
道
徳
的
に
役
に
立
た
な
い
文
章
に
社
会
的
価
値
は
な
い
に
等

し
い
。
こ
の
儒
教
の
文
学
観
を
平
安
時
代
前
期
の
貴
族
知
識
層
は
大
学

で
必
須
の
知
識
と
し
て
学
ん
だ
。
そ
し
て
そ
の
後
も
、
詩
経
を
読
む
意

義
は
人
格
陶
冶
に
あ
り
、
為
政
者
と
し
て
の
心
構
え
・
教
訓
を
得
る
の

に
あ
る
と
い
う
詩
経
観
が
文
学
観
の
柱
で
あ
り
続
け
た
。
そ
し
て
和
歌

を
「
艶
辞
」
と
称
し
た
大
江
千
里
の
句
題
和
歌
序
や
、
物
語
は
「
そ
ら

ご
と
」
で
あ
り
女
の
気
晴
ら
し
で
あ
る
と
す
る
三
宝
絵
詞
の
言
い
方
に

も
、
和
歌
や
物
語
が
儒
教
的
価
値
観
の
埒
外
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
儒
教
的
に
見
れ
ば
、
政
治
的
・
道
徳
的
に
役
に
立
た
な
い
文
章

に
社
会
的
価
値
は
な
い
に
等
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

理
念
と
し
て
の
儒
教
的
文
学
観
へ
の
対
応
は
、
和
文
学
の
研
究
を
担

う
人
々
に
と
っ
て
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
重
大
な
課
題
で
あ
り
続

け
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
和
歌
や
物
語
の
社
会
的
有
用
性
を
主
張
し
よ
う
と

す
る
者
た
ち
は
、
き
わ
ど
い
論
理
を
操
り
な
が
ら
、
な
ん
と
か
儒
教
的

文
学
観
と
同
調
さ
せ
、
あ
る
い
は
仏
教
的
価
値
に
寄
り
添
う
な
ど
し

て
、
そ
の
存
在
意
義
を
主
張
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

本
書
は
そ
の
和
文
学
の
側
の
対
応
の
経
緯
、
苦
闘
の
跡
を
、
儒
教
の

文
学
観
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
た
ど
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
お
の
ず
か
ら「
文
学
は
何
の
役
に
た
つ
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
、

我
が
国
に
お
け
る
思
考
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
で
も
あ
る
。

（
平
成
二
十
六
年
十
月　
笠
間
書
院　
Ａ
５
版　
三
一
二
頁　
六
、五
〇
〇
円
＋
税
）

青
木
博
史
・
小
柳
智
一
・
高
山
善
行　

編

『
日
本
語
文
法
史
研
究
２
』

本
書
は
、
日
本
語
文
法
の
歴
史
的
研
究
を
テ
ー
マ
と
す
る
論
文
集
の

第
二
号
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

事
象
の
形
と
上
代
語
ア
ス
ペ
ク
ト ��

竹
内
史
郎

「
属
性
」
と
「
統
覚
」
と
そ
の
あ
い
だ

　
　

―
中
間
的
複
語
尾
の
位
置
づ
け
― ��

仁
科　

明

い
わ
ゆ
る
「
公
尊
敬
」
に
つ
い
て ��

吉
田
永
広

日
本
語
疑
問
文
の
歴
史
変
化
―
上
代
か
ら
中
世
― ��

衣
畑
智
秀

接
続
助
詞
「
の
に
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て ��

青
木
博
史

動
作
を
促
す
感
動
詞
「
ソ
レ
／
ソ
レ
ソ
レ
」
の
成
立
に
つ
い
て �


�

深
津
周
太

近
世
に
お
け
る
副
詞
「
ど
う
も
」
の
展
開 ��

川
瀬　

卓

行
為
指
示
表
現
と
し
て
の
否
定
疑
問
形
の
歴
史

　
　

―
上
方
・
関
西
と
江
戸
・
東
京
の
対
照
か
ら
― ��

森　

勇
太

近
世
江
戸
語
の
ハ
ズ
ダ
に
関
す
る
一
考
察

　
　

―
現
代
語
と
の
対
照
か
ら
― ��

岡
部
嘉
幸

「
主
観
」
と
い
う
用
語
―
文
法
変
化
の
方
向
に
関
連
し
て
― ��

小
柳
智
一

【
テ
ー
マ
解
説
】
ア
ス
ペ
ク
ト ��

福
沢
将
樹

【
テ
ー
マ
解
説
】
条
件
表
現 ��

矢
島
正
浩

【
文
法
史
の
名
著
】
濱
田
敦
・
井
手
至
・
塚
原
鉄
雄
著『
国
語
副
詞
の
史
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的
研
究
』 ��

西
田
隆
政

日
本
語
文
法
史
研
究
文
献
目
録
二
〇
一
二－

二
〇
一
三

索
引
・
執
筆
者
紹
介

各
論
文
の
時
代
や
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
は
様
々
で
あ
り
、
多
様
な
観
点

か
ら
記
述
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
論
文
も
、
本
書
が
掲
げ
る
「
日
本

語
文
法
史
研
究
の
最
新
の
成
果
を
発
信
す
る
」
と
い
う
基
本
的
目
標
の

も
と
に
執
筆
さ
れ
、
そ
の
気
概
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
、
創
刊
号
で
あ
る
前
号
を
継
承
す
る
形
で
、
研
究
論

文
に
加
え
、「
テ
ー
マ
解
説
」
と
「
書
評
」
を
載
せ
、
巻
末
に
「
日
本
語

文
法
史
研
究
文
献
目
録
」
を
付
し
て
い
る
。
創
刊
号
の「『
日
本
語
文
法

史
研
究
』
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
に
、「
継
承
性
の
な
い
研
究
に
新
た
な

発
展
は
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
が
継
続
し
て
刊
行

さ
れ
る
こ
と
が
、
文
法
史
研
究
の
活
性
化
や
着
実
な
成
果
と
な
ろ
う
。

本
書
「
は
し
が
き
」
に
は
、「
毎
号
、
若
手
研
究
者
に
よ
る
論
文
数
本

を
掲
載
し
、
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
」
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
日
本
語
文
法
史
研
究
の
発
展
に
と
っ
て
、
本
書
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
平
成
二
十
六
年
十
月　
ひ
つ
じ
書
房　
Ａ
５
版　

二
八
八
頁　
三
、二
〇
〇
円
＋
税
）

菅
虎
雄
先
生
顕
彰
会　

編

『
夏
目
漱
石
外
伝　

�
	

　

菅
虎
雄
先
生
生
誕
一
五
〇
年
記
念
文
集
』

菅
虎
雄
（
一
八
六
四
～
一
九
四
三
）
は
漱
石
の
親
友
と
し
て
知
ら
れ

る
人
物
で
あ
る
。
帝
国
大
学
文
科
大
学
独
逸
文
学
科
の
第
一
回
卒
業
生

で
あ
り
、
第
一
高
等
学
校
の
ド
イ
ツ
語
教
授
を
務
め
た
。
彼
は
禅
宗
に

帰
依
し
て
お
り
、
懊
悩
す
る
漱
石
へ
円
覚
寺
釈
宗
演
の
も
と
で
の
参
禅

を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
漱
石
の
就
職
を
斡
旋
し
、
経
済
的
に
も

援
助
し
て
や
る
な
ど
、
両
者
の
親
交
は
並
々
な
ら
ぬ
深
い
も
の
で
あ
っ

た
。
本
書
は
菅
と
漱
石
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
て
述
べ
た
著
述
集
で
あ

る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。（
執
筆
者
の
肩
書
き
は
割
愛
し
た
）

書
「
心
」 ��

有
馬
頼
底

は
じ
め
に ��

原　

武
哲

芥
川
龍
之
介
と
二
人
の
師
―
夏
目
漱
石
と
菅
虎
雄
― ��

海
老
井
英
次

菅
虎
雄
と
夏
目
漱
石
を
繋
ぐ
も
の ��

西
川
盛
雄

漱
石
の
見
た
耳
納
連
山 ��

野
口
健
司

練
習
魔
と
し
て
の
菅
虎
雄
・
虎
雄
の
晩
年 ��

菅　

武
雄

大
伯
父
「
菅
虎
雄
」
と
戦
前
の
「
旧
制
高
校
」 ��

小
城
左
昌

漱
石
の
初
恋
と
菅
虎
雄 ��

萩
原
雄
一

書
「
潤
身
」 ��

悠
江
軒
東
海
大
玄

臨
済
宗
妙
心
寺
派　

江
南
山　

梅
林
禅
寺 ��

佐
々
木
和
生
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菅
虎
雄
研
究
の
そ
の
後
・
菅
虎
雄
研
究
調
査
資
料
文
献 ��

原　

武
哲

久
留
米
版
「
続
・
明
暗
」 ��

樋
口
明
男

菅
虎
雄
と
漱
石
―
祖
父
と
父
の
縁 ��

高
木
雅
憲

視
覚
映
像
に
浮
か
ぶ
「
漱
石
周
辺
の
交
流
風
景
」 ��

三
小
田
信
夫

詩
「
梅
林
寺
に
て
」 ��

西
川
盛
雄

「
漱
石
句
碑
・
菅
虎
雄
先
生
顕
彰
碑
」
除
幕
式
に
よ
せ
て ��

行
徳
直
久

明
善
五
十
会
の
支
援
と
恩
師　

原
武
哲
先
生 ��

岩
村　

茂

「
菅
虎
雄
先
生
顕
彰
会
」
の
歩
み ��

田
中
正
志

〔
資
料
編
〕

菅
の
研
究
は
原
武
哲
氏
に
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
旧
一
高
関

係
者
、
ま
た
漱
石
研
究
者
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
に
お
い
て
の
み
知

ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
知
名
度
は
決
し
て
高
く
な
い
。
菅
虎
雄
先

生
顕
彰
会
は
地
元
久
留
米
で
も
知
る
人
の
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
菅

の
、
生
前
の
功
績
を
後
世
へ
伝
え
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
本
書
に
は

菅
虎
雄
研
究
調
査
資
料
文
献
や
、
菅
虎
雄
年
譜
補
遺
も
収
録
さ
れ
て
お

り
、
研
究
資
料
と
し
て
の
有
用
性
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。

（
二
〇
一
四
年
十
月　
菅
虎
雄
先
生
顕
彰
会　
Ａ
５
版　
一
九
一
頁　
一
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

辛
島
正
雄　

著

『
御
津
の
浜
松
一
言
抄�

	

　

―
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
を
最
終
巻
か
ら
読
み
解
く

―
』

本
書
は
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
つ
い
て
、
最
終
巻
の
読
解
を
深
め

る
こ
と
で
、
作
品
全
体
を
理
解
し
て
ゆ
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。（
各
章
の
節
題
は
割
愛
し
た
）

序
言

第
一
章　
「
む
ね
い
た
き
お
も
ひ
」
考

　
　
　
　
　
　

―
最
終
巻
読
解
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
定
め
る
―

第
二
章　
「
む
ね
い
た
き
お
も
ひ
」
の
果
て

　
　
　
　
　
　

―
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
最
終
巻
を
読
み
解
く
―

第
三
章　

交
錯
す
る
「
む
ね
い
た
き
お
も
ひ
」

　
　
　
　
　
　

―
最
終
巻
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
全
編
を
読
み
解
く
―

第
四
章　

歌
こ
と
ば
「
と
こ
の
浦
」「
に
ほ
の
海
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　

―
首
尾
照
応
す
る
こ
と
ば
と
「
妹
背
」
の
物
語
―

第
五
章　
「
お
ほ
よ
と
」
考

　
　
　
　
　
　

―
巻
一
本
文
の
再
検
討
―

第
六
章　
「
さ
か
し
げ
に
、
思
惟
仏
道
と
ぞ
あ
る
か
し
」
考
・
ほ
か
四
題

　
　
　
　
　
　

―
中
納
言
の
人
物
像
理
解
の
一
助
と
し
て
―

第
七
章　
「
け
ぶ
り
の
さ
が
の
う
れ
は
し
さ
」
追
考

　
　
　
　
　
　

―
最
終
巻
解
釈
の
再
検
討
―
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第
八
章　
「
人
か
た
」「
人
こ
と
」「
ひ
と
も
」
考

　
　
　
　
　
　

―
最
終
巻
本
文
の
再
検
討
（
一
）
―

第
九
章　
「
玉
し
ゐ
の
う
ち
に
心
を
ま
ど
は
す
べ
か
り
け
る
契
り
」
考

　
　
　
　
　
　

―
最
終
巻
本
文
の
再
検
討
（
二
）
―

補
説　

最
終
巻
校
訂
・
解
説
雑
記

付
録　

大
掴
み
『
御
津
の
浜
松
』

礎
稿
一
覧

あ
と
が
き

索
引「

御
津
の
浜
松
」
と
は
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
原
題
で
あ
る
。
昭

和
初
期
に
発
見
さ
れ
た
『
御
津
の
浜
松
』
最
終
巻
の
研
究
は
、
依
然
解

釈
の
定
ま
ら
な
い
箇
所
も
多
い
。
著
者
は
、
現
行
の
注
釈
書
で
「
見
む

人
（
＝
姫
君
を
盗
み
出
し
た
男
）」
の
思
い
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
「
む

ね
い
た
き
お
も
ひ
」
は
、
中
納
言
の
思
い
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
こ

の
物
語
は
夢
と
転
生
に
彩
ら
れ
た
甘
美
な
恋
物
語
で
あ
る
と
い
う
従
来

の
解
釈
か
ら
、
中
納
言
と
式
部
卿
宮
の
二
人
が
一
人
の
女
性
を
奪
い
合

う
と
い
う「
恋
の
闘
争
」
の
物
語
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
示
し
て
い
る
。

本
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
『
御
津
の
浜
松
』
に
対
し
て
抱
か
れ
て
き
た
先

入
観
に
囚
わ
れ
ず
、
表
現
の
指
し
示
す
と
こ
ろ
か
ら
お
の
ず
と
浮
き
上

が
っ
て
く
る
作
品
世
界
が
、
素
直
に
捉
え
直
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
平
成
二
十
七
年
三
月　
九
州
大
学
出
版
会　
Ａ
５
版　
二
二
八
頁　
三
、六
〇
〇
円
＋
税
）

西
丸
妙
子　

著

『
斎
宮
女
御
集
と
源
氏
物
語
』

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

一　
　
『
斎
宮
女
御
集
』
伝
本
系
統
に
関
す
る
考
察

二　
　
『
斎
宮
女
御
集
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て

三　
　
『
斎
宮
女
御
集
』
へ
の
徽
子
本
人
の
関
わ
り
か
た

四　
　

斎
宮
女
御
徽
子
の
周
辺

　
　
　
　
　

―
後
宮
時
代
考
察
の
手
が
か
り
と
し
て
―

五　
　

斎
宮
女
御
徽
子
の
入
内
後
の
後
宮
の
状
況

六　
　

斎
宮
女
御
徽
子
の
村
上
天
皇
へ
の
心
情

七　
　

斎
宮
女
御
徽
子
な
ら
び
に
娘
の
規
子
内
親
王
の
交
友
関
係

八　
　

尚
侍
藤
原
登
子
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

―
斎
宮
女
御
徽
子
と
の
関
連
に
お
い
て
―

九　
　

斎
宮
女
御
徽
子
の
義
母
登
子
へ
の
心
情

十　
　

斎
宮
女
御
徽
子
の
六
条
御
息
所
へ
の
投
影

十
一　
『
源
氏
物
語
』
に
引
か
れ
た
『
斎
宮
女
御
集
』
の
歌

十
二　
『
源
氏
物
語
』
六
条
院
の
史
的
背
景

十
三　

藤
壺
中
宮
へ
の
額
田
王
の
面
影

十
四　
『
源
氏
物
語
』
の
夕
顔
と
松
浦
地
方

十
五　

鬚
黒
北
の
方
造
型
の
意
義

あ
と
が
き
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初
出
一
覧

斎
宮
女
御
集
語
彙
索
引

各
系
統
本
の
同
一
歌
番
号
対
照
表

本
書
は
、
伊
勢
の
斎
宮
で
あ
り
、
後
に
村
上
天
皇
女
御
で
あ
っ
た
徽

子
女
王
と
、
そ
の
歌
集
『
斎
宮
女
御
集
』
に
つ
い
て
の
詳
細
な
考
察
を

綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
徽
子
は
娘
の
規
子
内
親
王
が
斎
宮
に
任
じ
ら
れ

た
際
、
娘
と
と
も
に
伊
勢
に
下
る
と
い
う
異
例
の
行
動
を
と
っ
た
人
物

で
あ
り
、
源
氏
物
語
の
登
場
人
物
、
六
条
御
息
所
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

『
斎
宮
女
御
集
』
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
確
た
る
結

論
が
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
書
は
諸
本
や
そ
の
構
成
、
詞
書
な
ど

に
よ
っ
て
、
成
立
過
程
や
諸
本
系
統
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

試
み
て
い
る
。
ま
た
、
徽
子
の
育
っ
た
環
境
、
家
柄
、
交
友
関
係
、
後

宮
の
様
相
な
ど
、
徽
子
本
人
を
取
り
巻
い
て
い
た
世
界
を
歌
や
資
料
に

よ
っ
て
読
み
解
く
。
こ
れ
ら
の
後
宮
生
活
や
皇
妃
た
ち
の
心
情
は
歌
の

背
景
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
動
向
や
権
力
構
造
と
い
っ
た
平
安

時
代
史
を
解
き
明
か
す
一
端
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。『
斎
宮
女
御
集
』
と

源
氏
物
語
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
徽
子
が
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
六

条
御
息
所
母
子
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
形
成
だ
け
で
な
く
、
実
在
の
貴
族
邸

宅
と
六
条
院
と
の
典
拠
関
係
、
引
歌
と
い
っ
た
観
点
か
ら
多
角
的
に
考

察
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
藤
壺
が
「
紫
の
ゆ
か
り
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
所
以
、
夕
顔
と
松
浦
地
方
・
神
女
性
と
の
関
係
性
、
鬚
黒

の
北
の
方
に
見
い
だ
せ
る
文
学
的
な
意
味
と
い
っ
た
源
氏
物
語
の
諸
事

項
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
る
。

加
え
て
、
巻
末
に
は
『
斎
宮
女
御
集
』
の
語
彙
索
引
、
各
系
統
本
の

歌
番
号
対
照
表
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
同
集
と
源
氏
物
語
の
研
究
に
大

き
く
貢
献
す
る
一
冊
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
平
成
二
十
七
年
二
月　
青
簡
社　
Ａ
５
版　
四
三
二
頁　
一
三
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

川
平
敏
文　

著

『
徒
然
草
の
十
七
世
紀�

	

　
　

―
近
世
文
芸
思
潮
の
形
成
―
』

本
書
は
、
江
戸
時
代
に
著
さ
れ
た
徒
然
草
注
釈
書
に
軸
足
を
置
き
、

そ
こ
か
ら
派
生
、
展
開
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
近
世

（
特
に
十
七
世
紀
）
に
お
け
る
文
芸
思
潮
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

は
じ
め
に
―
本
書
の
立
場

Ⅰ　

徒
然
草
の
位
相
―
文
芸
と
学
問
の
あ
い
だ

　

1　

徒
然
草
の
「
発
見
」 

―
慶
長
文
壇
史
の
一
齣

　

2　
「
つ
れ
づ
れ
」
の
季
節
―
十
七
世
紀
の
時
代
思
潮

　

3　

徒
然
草
を
め
ぐ
る
儒
仏
論
争
―
中
世
的
学
知
の
再
編
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4　

兼
好
発
憤
説
の
系
譜
―
南
北
朝
史
観
と
述
志
の
文
学

　

5　

誤
読
と
精
読
―
井
村
信
成
『
徒
然
草
隠
解
』
論

Ⅱ　
「
情
」
と
「
理
」
の
ゆ
く
え
―
和
学
史
再
考
に
む
け
て

　

1　

林
羅
山
『
野
槌
』
論
―
中
世
歌
学
へ
の
挑
戦

　

2　

高
田
宗
賢
『
徒
然
草
大
全
』
論
―
教
誡
主
義
か
ら
の
離
脱

　

3　

閑
寿
『
徒
然
草
集
説
』
論
―
実
証
的
学
風
の
成
立

Ⅲ　

徒
然
草
を
「
読
む
」「
聞
く
」 

―
古
典
講
釈
と
庶
民
教
化

　

1　

徒
然
草
講
釈
の
技
法
―
元
禄－

享
保
期
の
指
南
書
か
ら

　
　
　
　

付
論　
『
徒
然
種
講
筵
要
集
』
に
つ
い
て

　

2　

注
釈
と
講
釈
―
類
版
問
題
の
余
波

　

3　

徒
然
草
講
釈
の
風
景
― 『
徒
然
草
口
義
』
を
読
む

Ⅳ　

注
釈
者
た
ち
の
肖
像

　

1　

伊
藤
栄
治
― 『
鉄
槌
』
編
者
説

　

2　

南
部
草
寿
―
明
儒
の
風
貌

　

3　

浅
香
久
敬
―
元
禄
加
賀
藩
士
の
生
涯

　

4　

閑　

寿
―
青
木
鷺
水
に
あ
ら
ざ
る
こ
と

Ⅴ　

徒
然
草
の
波
紋

　

1　

徒
然
草
か
ら
江
戸
文
学
へ
―
古
典
の
転
生

　

2　

徒
然
草
の
図
像
学
―
近
世
初
期
の
扇
面
と
屛
風

　

3　

徒
然
草
と
国
学
―
松
平
定
信
『
花
月
草
紙
』
を
読
む

お
わ
り
に

初
出
一
覧

あ
と
が
き

索
引中

世
に
兼
好
法
師
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
徒
然
草
の
注
釈
書
を
端
緒
と

し
て
い
る
と
は
言
え
、
近
世
に
お
い
て
そ
の
問
題
の
波
及
す
る
と
こ
ろ

は
、
古
典
を
研
究
す
る
和
学
者
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。
儒
学
者
や
歌
人
、

僧
侶
、
神
道
家
と
い
っ
た
当
時
の
文
芸
の
担
い
手
に
広
く
受
容
、
注
釈

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徒
然
草
注
釈
は
近
世
文
芸
全
体
を
考
え
る
上

で
の
鋭
い
突
破
口
と
な
り
得
る
。
著
者
が
、
徒
然
草
注
釈
書
が
「
さ
な

が
ら
学
界
・
文
壇
の
縮
図
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
」
と
す
る
所

以
で
あ
る
。

第
Ⅲ
部
で
は
、
徒
然
草
の
受
容
に
関
し
て
、「
講
釈
」
と
い
う
現
場
の

実
態
に
も
注
目
し
、
目
で
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
耳
で
聞
く
当
時
の
古

典
受
容
の
在
り
様
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
第
Ⅳ
部
で
は
、
注
釈
を
施
し
た
人
物
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
伝
記
的
事
項
や
思
想
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

未
だ
文
学
史
の
表
舞
台
に
名
の
明
る
い
者
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
彼
ら

の
「
肖
像
」
が
よ
り
克
明
に
な
る
こ
と
で
、
近
世
文
学
史
の
新
た
な
一

面
が
見
え
、
ま
た
別
の
新
た
な
問
題
を
提
起
し
て
く
れ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

徒
然
草
注
釈
の
内
包
す
る
問
題
が
こ
れ
ほ
ど
広
範
に
渡
っ
て
い
る
実

態
は
、
徒
然
草
が
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
代
表
的
な
古
典
で
あ
り
、
ま

た
「
近
世
文
学
の
母
体
の
一
つ
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
も
あ

ろ
う
。
十
七
世
紀
の
文
芸
や
思
想
、
ま
た
そ
れ
を
取
り
巻
く
諸
問
題
を
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研
究
対
象
と
す
る
者
に
と
っ
て
必
携
の
一
冊
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
七
年
二
月　
岩
波
書
店　
Ａ
５
版　
四
五
五
頁　
一
二
、八
〇
〇
円
＋
税
）


